
主なわだい

町長あいさつ
町制五十周年記念式典
民生・児童委員決定
まちのわだい
住宅侵入犯罪防止
溝口のこの１年
医療助成制度変更
健全な森づくりへ
国民年金・じんけんの詩
国保データ・溝口文芸

2・3
4・5
6・7
8
9
10・11
12
13
14
15

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

12月3日、二部公民館でお正月に

飾るしめなわづくり教室が行われま

した。

今年の正月は自分たちの作ったし

めなわが玄関を飾ります。
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来
る
平
成
十
七
年
一
月
一
日
に
岸
本
町
と
の
合
併
を
迎
え
、
溝

口
町
の
歴
史
が
幕
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
溝
口
町
五
十
周
年
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
溝
口
町
最
後

と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
溝
口
町
は
、
昭
和
二
十
九
年

に
溝
口
町
、
二
部
村
、
日
光
村
の
一
部
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
本
町
の
発
展
を
願
い
、
様
々
な
分
野
で
地
域
振
興
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
・
先
輩
諸
氏
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
思
え
ば
、
平
成
十
二
年
十
月
六
日
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地

震
で
は
、
震
度
六
弱
と
い
う
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震

に
よ
り
、
住
宅
の
損
壊
、
耕
作
地
の
陥
没
、
公
共
施
設
な
ど
数
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

に
よ
り
無
事
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
治
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
中
で
平
成
十
五
年
四
月
に
、

岸
本
町
溝
口
町
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
調
整
、

協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
一
月
一
日
に
伯
耆
町
が

誕
生
し
、
私
た
ち
の
「
溝
口
町
」
と
い
う
町
名
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

私
た
ち
の
多
く
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
溝
口
町
の
足

跡
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
、
両
町
民
が
協
力
し
合
っ
て
伯

耆
町
が
さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
る
よ
う
に
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
長
　
住

田

圭

成
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溝
口
町
の
五
十
周
年
を
記
念
し
て
十

一
月
十
三
日
に
鬼
の
館
で
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
に
旧
溝
口
町
と
二
部
村
、

日
光
村
の
一
部
が
合
併
し
、
現
在
の
溝

口
町
が
発
足
し
て
か
ら
五
十
年
、
溝
口

町
も
様
々
な
発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
来
年
か
ら
は
新
し
い
伯
耆
町

へ
と
変
わ
る
節
目
の
年
。

　
こ
の
日
は
、
県
内
市
町
村
関
係
者
・

来
賓
を
は
じ
め
、
各
部
落
代
表
者
な
ど

お
よ
そ
二
百
三
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　　
は
じ
め
に
町
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
溝

口
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ウ
ン
ズ
に
よ
る
演
奏

で
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
文
化
の
向
上
、
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
故
辻
晉
堂
氏
と
溝
口
町

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
故
松
原
一
男
氏
に

名
誉
町
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
続
い
て
、

功
労
表
彰
及
び
善
行
表
彰
と
し
て
二
十

六
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、
「
溝

口
町
制
五
十
周
年
記
念
誌
」
が
発
刊
さ
れ
、

金
杯
と
共
に
各
世
帯
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
名
簿

　
名
誉
町
民
顕
彰
（
順
不
同
）

故
　
辻
　
　
晉
堂
さ
ん

　
二
部
村
二
部
生
ま
れ
。
彫
刻
の
世
界

に
新
た
な
領
域
を
開
く
な
ど
、
彫
刻
界

に
多
大
な
足
跡
を
残
し
、
文
化
の
向
上
、

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
松
原
　
一
男
さ
ん

　
溝
口
村
白
水
生
ま
れ
。
昭
和
二
十
二

年
四
月
か
ら
三
十
三
年
ま
で
の
十
一
年

間
溝
口
町
長
と
し
て
町
行
政
の
発
展
に

尽
く
し
、
そ
の
後
四
十
三
年
間
鳥
取
県

議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰（
順
不
同
・
カ
ッ
コ
は
公
職
名
）

　
中
野
　
喜
弘
さ
ん
（
教
育
委
員
長
）

　
木
村
　
史
郎
さ
ん
（
社
会
教
育
委
員
）

　
泉
原
　
清
美
さ
ん
（
社
会
教
育
委
員
）

　
篠
原
み
さ
子
さ
ん
（
日
光
小
学
校
校
医
）

　
下
村
　
和
也
さ
ん
（
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

）

　
遠
藤
　
澄
子
さ
ん
（
学
校
薬
剤
師
）

　
後
藤
　
佳
子
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
木
村
　
修
司
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
石
津
美
保
子
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
天
場
　
正
美
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
道
下
　
裕
史
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
安
江
　
和
人
さ
ん
（
体
育
指
導
委
員
）

　
益
田
　
　
晃
さ
ん
（
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

　
篠
田
　
光
明
さ
ん
（
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

　
松
本
　
和
三
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
本
庄
　
延
政
さ
ん
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　
景
山
千
満
子
さ
ん
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　
中
野
　
和
子
さ
ん
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　
南
葉
　
正
明
さ
ん
（
消
防
団
団
長
）

　
伊
藤
　
　
功
さ
ん
（
交
通
安
全
指
導
員
）

　
山
中
　
芙
蓉
さ
ん
（
元
二
部
小
学
校
長
）

　
佐
々
木
芙
美
子
さ
ん（
元
日
光
小
学
校
長
）

　
勝
部
　
将
之
さ
ん
（
溝
口
中
学
校
長
）

　
仲
倉
　
玄
雄
さ
ん
（
溝
口
小
学
校
長
）

善
行
表
彰
（
順
不
同
）

　
森
田
　
　
朗
さ
ん
（
消
防
団
副
団
長
）

　
竹
中
　
一
郎
さ
ん

▲配布された金杯と50周年記念誌▲表彰された皆さん。おめでとうございます。
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民生・児童委員のはたらき民生・児童委員のはたらき
　
任
期
満
了
に
よ
る
民
生
・
児
童
委
員
の
改
選
が
あ

り
、
次
の
二
十
二
人
の
方
々
に
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。

　
溝
口
町
で
は
、
十
二
月
二
十
日
に
委
嘱
状
の
伝
達

式
と
協
議
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
町
民
の
生
活
上
の
問
題
に

つ
い
て
相
談
役
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　
任
期
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
末
日
ま
で
の
三
年

間
で
す
。

安達　哲夫さん（福岡）
担当地区　福岡全区

西村　昭子さん（畑池）
担当地区　畑池全区

岡村　昌好さん（二部）
担当地区　二部・間地

舟越　　征さん（福居）
担当地区　焼杉・福居

福山　和典さん（福吉）
担当地区　福吉・福島・船越・三部一区

三島　　透さん（三部）
担当地区　三部二区

中野　和子さん（荘）
担当地区　荘全区

上橋　聰子さん（父原）
担当地区　中祖・古市・父原

圓山　堯士さん（宮原）
担当地区　白水・根雨原・宮原

森田　虔司さん（溝口）
担当地区　溝口一・溝口二

山中多美代さん（宇代）
担当地区　宇代・溝口文教区

野口　　洵さん（溝口）
担当地区　溝口三・溝口四

松本　和三さん（大内）
担当地区　岩立・桝水・大内

山中　　實さん（溝口）
担当地区　長山・妙見寺・貴住・溝口五

伊藤万有美さん（谷川）
担当地区　谷川・大倉

羽田　節美さん（金屋谷）
担当地区　金屋谷・アイノピア

権代　城輝さん（上野）
担当地区　上野・大江・太平原

伊藤　　明さん（大滝）
担当地区　栃原・籠原・大滝

米田智恵里さん（大坂）
担当地区　富江・大坂・大原

本庄　純一さん（添谷）
担当地区　添谷・福永・末鎌・ふるさと村

吉田　義幸さん（谷川）
担当地区　溝口全区

花田　敏子さん（福吉）
担当地区　溝口全区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

民生・児童委員のはたらき

児童委員のはたらき児童委員のはたらき児童委員のはたらき

①社会調査のはたらき（地域におけるアンテナ的役割）
　民生・児童委員の活動は、調査活動を通じて住民の生活実態と福
祉の問題点を、的確に把握する役割をもちます。

②相談のはたらき（地域における世話役的役割）
　地域住民の抱えている生活上の苦しみや悩み事に対して、個人的、
継続的に親身になって相談助言を行い、本人の自立性、自助性を高め、
問題の解決に努めます。

③福祉サービスの情報提供のはたらき（地域における告知板的役割）
　要援護者（世帯）はもとより、住民各層に対して、社会福祉に関
連する情報を提供するとともに、その周知に努め、住民自らが必要
に応じて進んで活用し、生活の便益と問題の解決に当たるように仕
向けるはたらきです。

④連絡通報のはたらき（地域におけるパイプ的役割）
　住民と行政機関や社会福祉関係団体との間の橋渡しをして、相互
に連携がとれるように努め、必要に応じて、住民の抱える問題や要
望を適切に行政機関や社会福祉関係団体に連絡通報するはたらきです。

⑤調整のはたらき（地域における潤滑油的役割）
　様々な情報を適切な判断をもって処理し、要援護者のニーズとそ
れに対応する福祉サービスの提供を望ましい形で結び付けるよう努
めます。
　そのために、関係諸機関、施設等との連携を図り、その調整を進め、
両者の関係を滑らかにする潤滑油としての役割が期待されます。

⑥生活支援のはたらき（地域における支援的役割）
　問題の状況によっては、地域の関連機関や地域住民と連携して、
世帯の問題が地域の人々に理解されるように、近隣の人々にはたら
きかけ、ボランティアによる支援グループを発掘し、育成していく
ことも期待されます。

⑦意見具申のはたらき（地域における代弁者的役割）
　民生児童委員協議会が、住民に代わって、代弁者として関係各庁
に意見を具申する役割をもちます。

①行政機関の行う業務に対する協力
　児童、助産婦、母子家庭等の福祉の増進に関し、県・市町村、児
童相談所、福祉事務所、保健所等の関連機関の行う業務に積極的に
協力する。

②民主的な福祉活動の推進
　児童、助産婦、母子家庭等の福祉の増進に関する地域の自主的な
活動の中心として、団体、住民と協力してその推進を図る。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
健
全
な
青
少
年
育
成
を
図
る
た
め
、
第
二
十
一

回
青
少
年
育
成
溝
口
町
民
会
議
が
十
一
月
二
十
五

日
に
溝
口
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
実
践
発
表
と
し
て
五
名
の
方
が
自

分
の
感
じ
て
い
る
こ
と
、
気
が
つ
い
た
こ
と
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
館
長

の
三
上
孝
道
氏
に
よ
る
「
二
十
一
世
紀
の
ス
ポ
ー

ツ
を
ど
う
考
え
る
か
？
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　町内３公民館の高齢者教室の合同講演会・発表

会が１１月２５日に鬼の館ホールで行われました。

　講演会では、江府町の国際交流員藤原京子さん

による「お隣の国、韓流からみる文化」という演

題で、最近ブームとなっている韓国について講演

をされました。

　また、午後からは大正琴や銭太鼓などの発表が

あり、日頃の練習の成果を披露していました。

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
人
権
週
間
の
期
間
中
、

各
地
で
人
権
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権
意
識
　

―
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
か
ん
が
え
て
み
ま
せ
ん

か
―
」
を
重
点
目
標
と
し
、
「
女
性
の
地
位
を
高
め

よ
う
」
「
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
」
「
高
齢
者
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
」
「
障
害
の
あ
る
人
の
完

全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
な
ど
十
四
項
目
の

重
点
項
目
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
溝
口
町
で
は
、
十
二
月
七
日
に
人
権
擁
護
委
員
の

野
口
洵
さ
ん
と
松
本
和
三
さ
ん
が
町
内
の
事
業
所
や

学
校
等
を
巡
回
す
る
な
ど
街
頭
啓
発
を
行
い
、
人
権

の
大
切
さ
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
世
界
一
安
全
な
国
」
と
い
わ
れ
て
き
た
日
本
。
し
か
し
最
近
、
住
宅
に
侵
入
し
、
金
品
を
奪
う
な
ど
の
「
住
宅
侵
入
犯
罪
」

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
侵
入
犯
罪
の
手
口
は
、
年
々
、
大
胆
で
巧
妙
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
危

険
な
住
宅
侵
入
犯
罪
か
ら
大
切
な
我
が
家
を
守
る
た
め
に
は
、
そ
の
手
口
を
知
り
、
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■関連ホームページ　　警察庁「住まいる防犯110番」 http://www.npa.go.jp/safetylife/seianki26/

　　　　　　　　　　　全国防犯連絡会 http:://www.bohan.or.jp/

■
増
え
続
け
る
住
宅
侵
入
犯
罪

　
住
宅
侵
入
犯
罪
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
な
か
で
も
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
侵
入
窃

盗
の
認
知
件
数
は
、
平
成
十
年
と
比
べ
て
十

万
件
も
多
い
、
約
三
十
三
万
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
の
約
六
割
は
、
一
戸

建
て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
個
人
住
宅
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
住
宅
侵
入
の
手
口
で
も
っ
と
も

多
い
の
は
、
窓
ガ
ラ
ス
の
錠
の
周
辺
を
割
り
、

錠
を
開
け
て
侵
入
す
る
「
ガ
ラ
ス
破
り
」
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
の
場
合
、
そ
れ
に

次
い
で
、
玄
関
や
勝
手
口
の
カ
ギ
を
特
殊
な

器
具
な
ど
を
使
っ
て
開
錠
す
る
手
口
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
戸
建
て
住
宅
の

場
合
、
住
宅
侵
入
の
手
口
の
中
で
「
施
錠
し

て
い
な
い
ド
ア
や
窓
か
ら
の
侵
入
」
が
、
約

三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
住
宅
侵
入
窃
盗
が
行
わ
れ
る
の
は
、
深
夜

で
は
な
く
お
昼
過
ぎ
、
午
後
二
時
〜
四
時
の

間
が
ピ
ー
ク
。
午
後
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
出

か
け
、
買
い
物
な
ど
の
間
に
、
侵
入
窃
盗
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
ま
ま
で
入
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
「
カ

ギ
は
い
つ
も
か
け
て
い
る
か
ら
」
な
ど
と
い

っ
て
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
侵
入
者
は
、

知
ら
ぬ
間
に
あ
な
た
の
身
近
に
迫
っ
て
き
て

い
る
の
で
す
。

■
侵
入
者
は
必
ず
下
見
を
す
る

　
侵
入
者
の
多
く
は
窃
盗
に
入
る
前
に
、
「
敷

地
や
家
に
入
り
や
す
い
か
」
「
逃
げ
や
す
い
か
」

「
人
通
り
は
多
い
か
」
な
ど
と
い
っ
た
点
を

中
心
に
、
入
念
な
下
見
を
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
庭
が
外
か
ら
見
え
に
く
い
、
塀
や

家
に
足
場
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
家
な

ど
は
要
注
意
。
こ
れ
ら
は
、
侵
入
者
に
と
っ
て
、

好
都
合
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
庭
の
周
囲
の
塀
や
柵
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
、

外
か
ら
の
見
通
し
が
よ
く
、
か
つ
、
乗
り
越

え
に
く
い
も
の
に
す
る
。
見
え
に
く
い
と
こ

ろ
に
は
、
人
が
入
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る

よ
う
、
セ
ン
サ
ー
付
き
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
。

こ
う
し
た
対
策
に
よ
り
「
入
り
に
く
い
家
」

と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
、
犯
罪
防
止

に
と
て
も
効
果
的
で
す
。

■
五
分
が
勝
負
の
分
か
れ
目

　
ま
た
侵
入
者
は
、
侵
入
に
五
分
以
上
の
時

間
が
か
か
っ
た
場
合
、
約
半
数
が
侵
入
を
あ

き
ら
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
侵

入
者
に
ね
ら
わ
れ
た
場
合
、
こ
の
五
分
間
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
設
備
を
整
え
て
お
く
こ

と
で
、
住
宅
侵
入
窃
盗
の
危
険
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
へ
の
侵
入
口
は
、
窓
ガ
ラ
ス
や
玄
関
ド
ア
、

勝
手
口
な
ど
の
開
口
部
が
そ
の
中
心
で
す
。

出
入
口
の
カ
ギ
は
二
重
に
つ
け
る
、
窓
ガ
ラ

ス
は
割
ら
れ
に
く
い
よ
う
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を

張
る
な
ど
、
具
体
的
な
防
犯
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
ね
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て

　
侵
入
窃
盗
の
危
険
性
は
、
金
品
を
盗
ま
れ

る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅
中
に

侵
入
さ
れ
た
場
合
、
侵
入
者
に
暴
力
を
振
る

わ
れ
た
り
、
最
悪
の
場
合
、
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
恐
ろ
し
い
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

カ
ギ
や
防
犯
設
備
を
整
え
る
と
同
時
に
、
侵

入
犯
罪
に
対
す
る
防
犯
の
意
識
を
も
ち
、
で

き
る
こ
と
か
ら
防
犯
対
策
を
施
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
例
え
ば
、
近
所
に
行
く
と
き
で
も
、
し
っ

か
り
と
カ
ギ
を
か
け
る
。
ま
た
、
長
期
に
旅

行
な
ど
を
す
る
際
に
は
、
留
守
で
あ
る
と
分

か
ら
な
い
よ
う
配
達
物
を
止
め
る
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
侵
入
犯
罪
の
危
険
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
同
士
の
交
流
が
活
発
で
あ
る

地
域
で
は
、
周
囲
の
目
が
多
い
た
め
侵
入
者

も
近
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
、

地
域
の
連
携
に
よ
り
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ

と
も
、
侵
入
犯
罪
を
減
ら
す
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　
「
侵
入
者
は
常
に
ね
ら
っ
て
い
る
」
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

危
険
な
住
宅
侵
入
犯
罪
を
防
止
す
る
基
本
と

な
る
の
で
す
。

住宅侵入
犯罪防止

▲いままでの経験をもとに意見を発表する参加者

▲日頃の練習の成果を発表

▲役場前から街頭啓発へ出発
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�����
�����平成17年1月から町医療費助成制度が変わります！

※変更点は、　　　　で表記。
※平成17年1月診療分の助成からは新町の制度が適用されます。
（ただし、平成16年12月診療分までの助成については、旧町制度で適用）
※詳しくは、溝口町役場福祉保健課（電話62‐0711）までお問い合わせ下さい。
（平成17年１月以降は、伯耆町役場住民課（電話　68-3115）まで）

身体障害者手帳３、４級

医療費の１割を負担

対象外（住民税非課税世帯は対象）

（３級）一部負担金を除く90％

（４級）一部負担金を除く85％

制限なし

療育手帳Ｂ

医療費の１割を負担

対象外（住民税非課税世帯は対象）

一部負担金を除く90％

制限なし

精神保健法32条（精神障害の通院医

療に必要な患者票の交付を受けてい

る）者

入院は全額自己負担

通院は自己負担なし

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の100％

通院は当該医療のみ

20歳未満のひとり親家庭

（児童、父母、同居の親族）

※特別医療受給対象者を除く

医療費の１割を負担

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の100％

制限なし

４歳～就学前（通院のみ）

通院530円/回、１月当り４回まで

助成対象額の100％

制限なし

対象者

一部負担金

入院食事料

助成額

診療科目

対象者

一部負担金

入院食事料

助成額

診療科目

対象者

一部負担金

入院食事料

助成額

診療科目

対象者

一部負担金

入院食事料

助成額

診療科目

対象者

一部負担金

助成額

診療科目

身体障害者

　　（児）

知的障害者

　　（児）

精神障害者

ひとり親家

庭

4歳～就学

前（通院の

身体障害者手帳３～５級（老人医療

受給者を除く）

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月４回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

変更なし

療育手帳Ｂ（老人医療受給者を除く）

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月４回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

変更なし

精神保健福祉手帳２級及び精神保健

法第32条（精神障害の通院医療に必

要な患者票の交付を受けている）者

（老人医療受給者を除く）

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月４回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

制限なし

20歳未満のひとり親家庭（児童、父

母、扶養義務者）

児童扶養手当の所得制限以下

※特別医療受給対象者を除く

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月４回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

伯耆町（新町）制度溝口町現行制度区　分

　すべての県民が享受している水源かん養や県土保全などの森林の公益的な機能を持続的に発揮させ
るため、森林環境の保全及び森林をすべての県民で守り育てる意識の醸成を図る。

とっとり環境の森整備事業（ハード事業）
　手入れがされず放置されている奥地の水源林等を対象とし、広葉樹を生育させるための整備等を行
う森林の機能回復を重視した事業
◆【対象となる森林】
　①公益上重要で緊急に森林の機能を回復する必要がある森林
　　・共有林、財産区有林、学校林の優先採択
　②「とっとり環境の森づくり協定」が締結された森林
　　・一定期間（原則80年生まで）の皆伐及び転用の禁止
◆事業概要

とっとり県民参加の森づくり推進事業（ソフト事業）
森林をすべての県民で守り育てる意識を醸成するための事業

◆事業概要

○ソフト事業とハード事業の連携
　　　・ハード整備事業箇所をソフト事業の体験学習等のフィールドに提供

税の目的

事業内容

事業の申し込み方法

ハード事業

ソフト事業

提　　出　　先
事業の実施要望
（事業希望箇所）

●12月末までは溝口町役場産業課（℡0859(62)0711）
　平成17年1月以降は伯耆町役場産業振興課
　　　　　　　　　　　　　　　（℡0859(68)5535）
●鳥取県日野総合事務所総合事務所
　林業振興課　(℡0859(72)2018)
　（小中学校の企画は町教育委員会経由）

森林体験等の
企画書

申し込み

平成17年４月からスタートする森林環境保全税で行う、

事業箇所や企画を募集しています

負担割合実施主体

県10/10鳥取県

事業内容事業区分

間伐が遅れた森林を針葉樹と広葉樹の混交林にする

ための通常(20%)より伐採率の高い（40%）間伐を行う。

　植生の失われた森林等に早期に植生を回復するため

の林地条件の整備を行う。（表土かき、簡易な階段工、坊

風工等）

強度間伐による広

葉樹との混交林化

荒廃地の条件整備

負担割合実施主体

県10/10鳥取県

事業内容事業区分

・間伐等の作業体験

・源流探訪・森林教室

・学校林の育成等

森づくりへの参加

を促す森林体験

（企画提案方式）
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薬剤師
溝口町長山
152-1

��
��
��

yy
yy
yy　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

岩
石
と
土
砂
に
埋
も
れ
た
車
よ
り
幼
児
救
出
さ
る
涙

あ
ふ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

た
だ
一
羽
白
鷺
と
ま
る
ガ
ラ
ス
な
き
原
爆
ド
ー
ム
の

高
き
窓
辺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

赤
雲
の
中
よ
り
い
で
し
太
陽
の
そ
の
大
き
こ
と
今
も

眼
裏
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

逝
き
ま
し
し
伊
田
弘
實
氏
の
著
は
し
し
『
大
山
の
花

た
ち
』
ま
た
開
き
見
る
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

ひ
と
り
ご
と
繰
り
返
し
つ
つ
墓
を
掃
く
稲
穂
捧
げ
し

は
息
子
な
ら
む
か
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

う
た
れ
て
も
う
た
れ
て
も
イ
ラ
ク
支
援
と
ふ
自
衛
隊

の
ゆ
く
へ
は
か
り
し
れ
ず
に
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

食
べ
く
る
る
人
ら
の
姿
う
か
べ
つ
つ
盛
る
弁
当
に
紅

葉
葉
を
そ
へ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
東
公
子

日
向
に
て
西
條
柿
の
皮
を
む
く
飴
色
に
甘
く
な
る
日

思
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

庭
の
砂
箒
で
均
す
快
き
音
色
に
目
覚
め
横
た
は
り
ゐ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

海
に
面
す
島
根
原
発
の
音
響
く
テ
ポ
ド
ン
等
は
飛
来

る
勿
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

楓
の
枝
に
山
芋
の
つ
る
上
り
来
て
入
日
を
受
け
て
む

か
ご
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
立
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

踏
ん
で
み
る
氷
の
張
っ
た
水
た
ま
り
　
小
西
　
鈴
枝

カ
ッ
プ
ル
の
息
氷
上
の
幻
想
美
　
　
　
住
田
公
美
枝

浅
か
ら
ぬ
緑
と
氷
に
感
謝
す
る
　
　
　
毎
田
　
信
雄

万
年
の
氷
マ
ン
モ
ス
現
れ
た
　
　
　
　
酒
井
千
代
美

情
熱
が
氷
溶
か
し
た
青
春
譜
　
　
　
　
小
飼
　
和
代

氷
点
下
被
災
地
思
う
夜
半
の
冷
え
　
　
奥
田
　
豊
枝

発
熱
の
氷
枕
へ
母
お
も
う
　
　
　
　
　
藤
山
　
弘
子

幸
せ
の
氷
を
溶
か
す
風
も
あ
る
　
　
　
中
西
智
恵
子

野
仏
に
笠
を
あ
げ
た
い
氷
雨
ふ
る
　
　
白
川
　
久
子

氷
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
八
度
五
分
　
橋
谷
　
静
江

洋
酒
党
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
が
喉
に
染
む
　
山
本
　
正
光

雪
が
降
る
情
け
あ
る
手
を
待
ち
の
ぞ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
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好
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不
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）

蕎
麦
屋
出
て
ま
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木
枯
に
身
を
切
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
　
道
也

幼
ら
の
わ
っ
し
ょ
い
ひ
び
く
秋
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足
羽
喜
代
子

し
み
じ
み
と
ア
ル
バ
ム
開
く
秋
灯
下
　
亀
山
ハ
ナ
子

子
に
作
る
竹
鉄
砲
や
竜
の
玉
　
　
　
　
光
木
　
正
之

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

そ
　
ば
　
や

こ
が
ら
し

お
さ
な

し
ゅ
う
と
う

か

り
ゅ
う
　

た
ま

国保データ
（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

818人

387人

869人

9人増

　10人増

4人減

増　減

★９月末被保険者の状況

★９月分の一人当たり診療費

世帯数　998世帯
被保険者数　2,074人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
19％

一般被保険者
39％

老人医療受給者
42％

12月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

20,628

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

8:30～17:30
10:00～19:30
16:30～ 9:30

47,206

人
権
啓
発
標
語
優
秀
作
品
よ
り

あ
の
人
の
　
胸
の
痛
み
が
　
分
か
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
一
年
　
　
木
島
　
雅
人

一
人
ひ
と
り
の
気
持
が
　
差
別
を
な
く
す
　
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
一
年
　
　
東
　
　
春
香

差
別
は
ね
　
自
分
の
心
も
　
傷
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
一
年
　
　
入
沢
　
有
加

差
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す
る
　
自
分
の
心
　
見
直
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
二
年
　
　
権
代
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啓

「
や
め
よ
う
や
」
　
君
の
一
言
　
人
を
救
う

　
　
　
　
　
　
　
　
中
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貴
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無
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せ
る
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み
ん
な
の
心
で
　
差
別
は
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
二
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松
崎
　
慶
太
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君
の
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は
　
泣
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
二
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南
葉
　
和
也

気
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い
て
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な
い
フ
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う
お
し
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
二
年
　
　
福
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美
佐
子

分
か
ろ
う
よ
　
傷
つ
け
ら
れ
た
　
相
手
の
心
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二
年
　
　
遠
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英
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あ
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と
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こ
の
宝
箱
い
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ぱ
い
の
　

　
あ
な
た
の
笑
顔
と
そ
の
心
　
次
は
私
が
　
送
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
三
年
　
　
馬
西
　
由
深

な
く
そ
う
よ
　
あ
な
た
と
私
の
　
心
の
壁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
三
年
　
　
永
田
　
莉
佐

差
別
心
　
早
く
な
く
そ
う
　
心
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
三
年
　
　
東
　
　
一
生

い
い
こ
と
は
　
行
動
し
な
い
と
　
始
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
　
　
三
年
　
　
和
田
　
　
歩

29,049

　9:00～13:00

9:00～18:00

8:00～17:00

8:15～17:00

医 療 法 人
萌 生 会

1,500

（時給）
不
問

不
問

不
問

不
問

正看護師
溝口町長山
152-1

医 療 法 人
萌 生 会

190,000

300,000
〜

看護師
溝口町長山
152-1

医 療 法 人
萌 生 会

170,000

280,000
〜

自動車
整備士

溝口町溝口
5-9

片平自動車
工 業（ 有 ）

147,000

197,000
〜

25

50
〜

営　業
溝口町古市
856-1

（有）藤原建築
工 務 店

126,500
22

40
〜

ミ シ ン
オペレーター

溝口町溝口
298

安泰アパレル（株）
106,500

140,000
〜

　国民年金は、日本国内に住む20歳以上60歳未満のすべての人が加
入する制度です。職業などによって3種類の分野に分かれます。

第1号被保険者
厚生年金や共済組合に加入し
ていない20歳以上60歳未満の
自営業、自由業、学生、フリ
ーター、無職の人など

月額13,300円
（平成16年度額）
個別に納付します。

● ● ●保　　険　　料

第2号被保険者
会社員、公務員など

厚生年金保険などの加入して
いる制度で一括に拠出してい
るので、個別に納める必要は
ありません。

● ● ●保　　険　　料

第3号被保険者
会社員、公務員など第2号被
保険者の被扶養配偶者

個別に納める必要はありませ
ん。
※配偶者の勤める事業主経由で
　届出をしてください。

● ● ●保　　険　　料

■もしも年金がなかったら…？
　わが国の公的年金制度は、誰もが迎える老後の生活を、その時々の
現役世代の皆さんが収入の一部（保険料）を持ち寄って支える「世代
間扶養」の仕組みをとっています。昨今の年金に関するマスコミ報道
などに影響され、とくに若い世代の中には公的年金制度に対して不安
や不満をいだく人もいるでしょう。しかし、もしも公的年金がなかっ
たとしたらどうなるでしょうか？
　そうなると年老いた親たちを仕送りなどによって経済的に支えてい
かなければならず、自分たちの老後に備えるどころではなくなってし
まいます。若い世代が安心して暮らしていくためにも、社会全体で高
齢者を支える公的年金制度が必要不可欠なのです。

■急速な少子高齢化の進行
　わが国では、今後さらに少子高齢化が急速に進んでいくことが予想されます。少子化の進行は年金制度を支える
力（保険料収入）の減少につながり、高齢化の進行は給付費の増大につながります。公的年金制度を維持するため
にも、保険料水準・給付水準のあり方や国庫負担割合を見直すことが急務となっています。

●現在の生活を切りつめて親元へ
　仕送りをしなければならない

●病気や高齢のために働くことができ
　なくなった場合、生活に困窮する

公的年金が
なかったら
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　発行：溝口町役場
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＝わたしたちの町　（12月1日現在）＝

　人　口　5,257人（前月比－5）
　　男　　2,490人（－7）
　　女　　2,767人（＋2）
　世帯数　1,573世帯（±0）
　面　積　100.40㎢

　
今
月
号
で
「
広
報
み
ぞ
く
ち
」
は
最

終
号
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
最

後
の
担
当
を
す
る
の
が
私
と
は
思
い
も

よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
広
報
み
ぞ
く
ち
」
は
五
三
二
号
を
も

っ
て
終
止
符
を
打
つ
訳
で
す
が
、
こ
こ

ま
で
発
刊
で
き
た
の
も
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
支
え
ら
れ
な

が
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
新
年
に
は
伯
耆
町
。
今
後
も
町
報
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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田
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西
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子
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）

お
し
あ
わ
せ
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お
誕
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お
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と
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ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

田
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光
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金
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歳
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八
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マ
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ユ
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さ
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母
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さ
ん

富
江

ち
ゃ
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女
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15

コ
ト
ハ

鳥取県交通対策協議会（鳥取県県民生活課内）

鳥取市・市町村・鳥取警察・（社）鳥取県指定自

動車学校協会・（財）鳥取県交通安全協会鳥取

県交通安全生活推進センター・鳥取県安全運

転管理者協議会連合会


